
地番の一覧表

番号 地番 地目 土地所有者
登記簿

との差異
事業用途
での利用

具体的な用途（時期、事業者・事業所の名称・住所、事業の内容）

1 ○○市○○町大字○○字○○101番 田 香川県

2 ○○市○○町大字○○字○○102番 畑 ○山○男 有り

3 ○○市○○町大字○○字○○107番 宅地 ○○㈱ 有り

S25.10.1　△△㈱△△工場(○○市○○町○○ ***番)（魚缶詰製品の製
造）
S48.12.3　工場解体、更地
S50.2.26　○○㈱本社工場(○○市○○町○○ ***番)（クリーニング工場）
現在に至る。

4 ○○市○○町大字○○字○○110番 雑種地 ○○㈱ 有り 3に同じ。

5 ○○市○○町大字○○字○○111番 雑種地 ○○㈱ 有り 3に同じ。

6 ○○市○○町大字○○字△△9番 公衆用道路 ○○省

7 ○○市○○町大字□□字☆☆甲456番 畑 香川県

8 ○○市○○町大字□□字☆☆甲457番 山林 香川県

9 ○○市○○町大字□□字☆☆甲459番 宅地 ○山○男 有り
S60.5.31まで　民家
S60.6.1　○山○男商店(○○市○○町□□ ***番)（日用品の販売）
現在に至る。

10 ○○市○○町大字□□字☆☆甲460番 宅地 ○山○男

※１

届出後、必要に応じて、県から次のいずれかの添付書類を提出するよう求めることがあります（届出日から中30日間以内）ので、あらかじめ準備をお願いします。

①実際の土地所有者による固定資産税の支払いを証明する書類

②相続人であることを証する書類（相続関係図、戸籍謄本、実際の土地所有者の住民票）

③土地の売買契約書

④土地の形質の変更の工事における請負契約書又は同意書

⑤公共施設の占有許可証

※２ 事業用途での利用の履歴がある土地は、「有り」を記入し、分かる範囲で具体的な用途（時期、事業者・事業所の名称・住所、事業の内容）を記載してください。

例：民家、未利用の空き地、田、畑、山林、原野、池沼、墓地、境内地、用悪水路、ため池、堤、保安林、公衆用道路

※３ 地番が無い土地（農道・水路など）は、この地番の一覧表に記載する必要はありません。

注意点

届出された土地について土壌汚染のおそれがあると知事が認めるときは、対象となる土地の所有者に対して、土壌汚染対策法第4条第3項に基づく調査命令が発出されます。

届出者にあっては、土地の所有者に対して、このような調査命令が発出される可能性について、十分な説明を行っておいてください。

なお、事業用途での利用に該当しない例は、次のとおりです。

登記簿謄本に記載された土地所有者と実際の土地所有者が異なる土地は、「有り」を記入してください。

（民家については、住居 兼 事務所・住居 兼 作業場など、何らかの事業用途に使用している民家は、事業用途での利用に該当します。）

・登記簿謄本に記載されている地番を正確に字名まで記載してください。

・地番は字ごとに、順番（数字が小さい地番⇒大きい地番）に並べてください。

登記簿謄本に記載されている地目 実際の土地所有 ※１参 ※２参

事業用途での利用の履歴がある土地については、

分かる範囲で、具体的な用途（時期、事業者・事業所の

名称・住所、事業の内容）を記載してください。


